
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書 

所在 町田市高ヶ坂５-２６-１ 

園名 高ヶ坂なかよし保育園 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

 

 

 

 

季節の草花や虫に目を向け、自然を感じてみよう 

・じっくりと葉の観察ができるよう少人数ずつ机ごとに取り組んだ。 

用意した物 

・図鑑 ・葉 ・葉を入れる袋 

・紙 ・絵の具 バレン  

・散歩の時に見つけた花の名前や色を保育者に聞いたり、進んで触れる姿が 

 あった。また低年齢児は発見を喜び、保育者に指差しで伝えようとしていた為。 

 

①花や虫を見つけ観察する。 

②葉を取り、大きさや形の違いを見る。 

③比べた葉をスタンプし違いを見つける。 

・花を見つけ、近くに咲いている花と違いを見つける。 

・自分で葉っぱを取り、観察をする。 

・葉っぱに絵の具をつけてスタンプをする。 



＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 

・保育者がどんな花があったのか問いかけると、一つ一つの形、色を話す様子が 

 あった。また一人ひとりの意見を聞くと次つ次に発見をし楽しむよう姿があった。 

・葉の形を見比べて「ふわふわしている ギザギザしているね」と話していた。 

・自分の手の上に置き、「この葉っぱ大きい」と葉っぱ以外のものと比較をしていた。 

・スタンプでは葉脈が見え、「迷路みたい」と言ったり、葉脈に沿って指でなぞったり姿

があった。 

・一人ひとりの気づきに耳を傾ける事で、子どもたちはより発見を楽しみ、細かいとこ

ろまで観察することが分かった。 

・子ども達は、同じもので比較するだけではなく、自分の手と比較するなど様々な視点

から観察を楽しんでいた。 

・スタンプではただ形ができることだけではなく、葉脈を発見し太さの違いなどに気が

ついていた。じっくりと観察する時間を設けることで細かい部分にも気がついていた。 

 


